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本研究の狙い 

• 近年の梅雨明けと盛夏が少しおかしい 

• ヤマセの出現時期の変化の影響か 

• 季節進行の変容か？ 

• 温暖化予測との関連 

 





ヤマセ出現時期の変化（1961-2009） 

（八木澤,2010）   

①八戸と宮古のいずれかにおい
て，最多風向が北から南南東の
偏東風であること 
 
②八戸と宮古における日平均気
温の２地点平均平年偏差が－
１℃以下であること 
 
③北高型の気圧配置であること 

ヤマセ日の定義 
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１９９３・９８・０３・０９は梅雨明け特定出来ず 

梅雨期間の経年変化（1951-2013） 



梅雨明け日の特定 

• 気象庁発表に関わらず独自の
基準で決めることは可能か？ 

• 「5日以上連続して降水がみら
れず、5日間の日照時間の平均
が6時間を超えている場合、そ

の初日を梅雨明け日とする。」
と定義 

• さらに天気図を参考 

 

 → 仙台と山形で1963～2012 

  気象庁発表 仙台市 山形市 

1963年 7月26日 7月17日 8月1日 

1964年 7月22日 7月20日 7月22日 

1965年 7月24日 7月24日 8月1日 

1966年 7月25日 8月1日 8月4日 

1967年 7月15日 7月22日 7月30日 

1968年 7月19日 7月23日 7月23日 

1969年 7月14日 7月14日 7月12日 

1970年 7月20日 7月19日 7月20日 

1971年 7月29日 7月31日 7月27日 

1972年 7月30日 7月27日 7月24日 

1973年 7月13日 7月12日 7月12日 

1974年 7月26日 8月8日 8月2日 

1975年 7月16日 7月23日 7月26日 

1976年 7月22日 7月20日 7月20日 

1977年 7月22日 7月20日 7月21日 

1978年 7月5日 7月4日 7月12日 

1979年 7月30日 7月30日 8月8日 

1980年 7月22日 8月8日 8月5日 

1981年 7月16日 7月26日 7月23日 

1982年 8月7日   8月10日 

1983年 7月27日 8月3日 8月3日 

1984年 7月22日 7月29日 7月27日 

1985年 7月16日 7月15日 7月24日 

1986年 7月28日 7月25日 7月25日 

1987年 8月9日     

1988年 7月31日 7月30日 7月31日 

1989年 7月21日 7月20日 7月24日 

1990年 7月20日 7月29日 7月28日 

1991年 7月27日 8月25日 8月14日 

1992年 7月24日 8月15日 8月2日 

1993年       

1994年 7月12日 7月13日 7月13日 

1995年 7月23日 7月23日 7月27日 

1996年 7月24日 7月25日 7月18日 

1997年 7月18日 7月17日 7月17日 

1998年     7月14日 

1999年 7月24日 7月24日 7月23日 

2000年 7月19日 7月19日 7月19日 

2001年 7月7日 7月7日 7月7日 

2002年 7月23日 7月26日 7月22日 

2003年       

2004年 7月22日 7月22日 7月27日 

2005年 8月4日   7月15日 

2006年 8月2日 7月31日 7月31日 

2007年 8月1日 7月24日 7月24日 

2008年 8月6日 8月5日 8月5日 

2009年   8月12日 8月12日 

2010年 7月18日 7月18日 7月18日 

2011年 7月9日 7月6日 7月12日 

2012年 7月26日 7月26日 7月26日 



気象庁発表と独自の梅雨明け日の比較 

90年代から気象庁発表との差が小さくなっている。 
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対象期間：１９６３年～２０１２年（５０年間） 

  ６月・７月・８月 

 

「梅雨明け」前後の解析方法 

１．地上の梅雨前線の南北移動 

 東経１４０度における梅雨前線の緯度を読み取る 

 →６月～８月の前線の南北移動 



北上A型 

緑：仙台
赤：山形 



北上B型 

緑：仙台
赤：山形 



南下型 



消滅型 



停滞型 



       ５つの型の50年の変遷 

1963年～1975年は北上型と南下型が大半を占め、1976年～1991
年は多くが消滅型、そして1992年～2012年は北上型が卓越。 

1963 1968 1973 1978 1983 1988 1993 1998 2003 2008

北上Ａ 

北上Ｂ 

南下 
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対象期間：１９６３年～２０１２年（５０年間） 

  ６月・７月・８月 

 

梅雨明け前後の解析方法 
１．地上の梅雨前線の南北移動 

 東経１４０度における梅雨前線の緯度を読み取る 

 →６月～８月の前線の南北移動 

２．相当温位分布図 

 NCEP/NCAR再解析データを用いて850hPa相当
温位図を作成→「梅雨明け日」の前後７日を比較 

  

  １９６９年 



北上型 

  １９９５年 



  2002年 

大陸からの気団の東進 

北上B型 



  2006年 

南下型 



 2010年 

消滅型 



南岸 中部横断 

東北 北海道 樺太 

等温位線の
密集位置 



梅雨明け日 南岸 中部 東北 北海道 樺太
横断

1963 7月26日 ● ○
1964 7月22日 ● ○
1965 7月24日 ● ○
1966 7月25日 ● ○
1967 7月15日 ● ○
1968 7月19日 ● ○
1969 7月14日 ● ○
1970 7月20日 ● ○
1971 7月29日 ● ○
1972 7月30日 ● ○
1973 7月13日 ●○
1974 7月26日 ● ○
1975 7月16日 ● ○
1976 7月22日 ● ○
1977 7月22日 ● ○
1978 7月5日 ●○
1979 7月30日 ●○
1980 7月22日 ●○
1981 7月16日 ● ○
1982 8月7日 ●○
1983 7月27日 ● ○
1984 7月22日 ● ○
1985 7月16日 ● ○
1986 7月28日 ● ○
1987 8月9日 ● ○
1988 7月31日 ● ○
1989 7月21日 ● ○
1990 7月20日 ● ○
1991 7月27日 ●○
1992 7月24日 ● ○
1993 ●○
1994 7月12日 ● ○
1995 7月23日 ● ○
1996 7月24日 ● ○
1997 7月18日 ●
1998
1999 7月24日 ●○
2000 7月19日 ●○
2001 7月7日 ● ○
2002 7月23日 ● ○
2003
2004 7月22日 ● ○
2005 8月4日 ● ○
2006 8月2日 ● ○
2007 8月1日 ● ○
2008 8月6日 ● ○
2009 ● ○
2010 7月18日 ●○
2011 7月9日
2012 7月26日



６．まとめ（メモ） 

• 梅雨明け日の認定も問題。 

• 梅雨の明け方の分類。「消滅型」の要吟味。
「北上型」「北上停滞型」「南下・北方転移型」
「停滞型」などに分類。 

• 上記の型の50年間の変遷から、1976年と
1992年付近で変化している。 

• 前線を北上させ小笠原気団と南下させるオ
ホーツク海気団、さらに前線を複雑化させる
大陸起源の熱帯気団の動向。 

 


